
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

総務省の調査によると中学生から 40 歳代ま

でのインターネットの利用率は、ほぼ 100％で、

50 歳代でも 90％を超えています。小学生でも、

平成 28 年の調査では 8 割、平成 29 年では 7 割

を超える利用率となっています。スマートフォ

ンなどの普及やインターネット環境の整備に

伴い、多くの人がインターネットを利用するよ

うになりました。 

しかし、法務省の調査では、インターネット上

での人権侵犯事件数は、平成 29 年に 2,217 件

で 5 年連続過去最高を更新し、平成 30 年も 

1,910 件と過去 2 番目に多かったことが報告されています。また、これらの件数は統計上の数字であり、

誰にも相談できずに我慢を強いられている事例も存在することから、氷山の一角といえます。 

 
◆ インターネットによる人権侵害 ◆ 

令和２年５月に、ある番組に出演するプロレスラーである 22 歳の女性が SNS 上で毎日 100 件近くに

わたり、死ね、気持ち悪い、消えろなどの誹謗中傷をされたことに起因して自殺に至るという痛ましい

出来事がありました。インターネットは情報量が多く、いつでも・どこでも・誰とでもつながることが

できるメリットがあります。しかし、使い方を誤ると、相手を傷つける凶器にもなってしまいます。 

 

 

インターネットによる人権侵害の事例 

・友人と共有するつもりでSNSに写真を投稿したら、投稿した写真で個人が特定され、付

きまといをされるようになった。 

・寿司屋で食べた寿司の中に異物が混入していたとの嘘の書き込みをSNSに写真付きで掲

載し、名誉毀損で逮捕された。 

・インターネット上である芸能人が長期間にわたり殺人犯という風評被害を受けた。特に悪

質な書き込みをした19人を警察が特定し、検挙した。検挙された人は17歳から46歳と

幅広く、職業もバラバラだった。 

 

これはインターネット上の 

人権侵害です！ 

・差別的な書き込み     

・プライバシーの暴露 

・誹謗・中傷の書き込み 

 

・児童ポルノの掲載 

・ネットいじめ 

・嫌がらせメール  

など 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①手軽さ 

いつでも、どこでも簡単に情報発信ができる。また、データのコピーも簡単にできてしまう。一旦イン

ターネット上で公開された書き込みや個人情報などが、一度拡散してしまうと、完全に削除するのが難

しいためデジタルタトゥーと言われる。 

 

 

②匿名性 

自分の名前を隠して発信でき、相手の顔も見えないため、悪質な内容になり

やすい。 

③情報の広がりが速い 

一度インターネット上に掲載すると世界中の何十万、何百万人に広がる。 

④情報の信用性 

誤解や偏見から嘘やデマなどの誤った情報が流れる。 

 

インターネットの正しい利用 ～被害者にも加害者にもならないために～ 

 インターネットの特性を理解し、利用することが大切です。自分を守るためによく利用す

る SNS のプライバシー設定を行ったり、個人的なことは発信・投稿しないなど被害者にな

らないように注意する必要があります。また、加害者にならないために、発信する際は、正

しい情報であるか確認することや画面の向こう側にいる相手の気持ちを想像して書き込む

必要があります。場合によっては、投稿者が名誉棄損で訴えられる可能性もあります。 

 周囲に相談しづらいとき、相談できる人がいないときは勇気をもって警察や専門の窓口に

相談することが大切です。 

 相談は無料です！ 

 
違法・有害情報相談センター（インターネット相談） URL：https://www.ihaho.jp/ 

 

 
「氏名や住所を無断で公開された」や「誹謗・中傷にあたると思われる書き込みをされた」、「自分の写真

が許可なく掲載されているので削除したい」などインターネット上での人権侵害に関する相談ができます。 

 みんなの人権１１０番  TEL:0570-003-110  

 
差別や虐待、パワーハラスメントなど、様々な人権問題についての相談を受け付ける相談電話です。電話

は、おかけになった場所の最寄りの法務局・地方法務局につながります。相談は、法務局職員又は人権擁

護委員がお受けします。（受付時間   平日午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで） 

 

 

 

 
（市）人権啓発・部落差別解消推進課   TEL：0978-27-8122 

 

 

人権に関する相談を当課の職員がお伺いします。お気軽にお越しください。必要に応じて関係する行政窓

口等へお繋ぎします。（受付時間   平日午前 8 時 30 分から午後 5 時まで） 

― 発行 宇佐市人権啓発・部落差別解消推進課 ― 

宇佐市隣保館           TEL：0978-33-1707 


